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■
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

世
代
を
超
え
た
市
民
相
互
の
交
流

の
促
進
と
市
民
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
施
設
で
す
。
市
民
活
動
団

体
の
支
援
に
加
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

市
民
を
支
援
す
る
業
務
を
行
っ
て
お

り
、
現
在

を
超
え
る
団
体
が
登
録

３５０

し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
市
民
活
動
を

始
め
た
い
け
ど
、

ど
う
す
れ
ば
い
い

の
だ
ろ
う
？
」、

「
新
し
い
事
業
を

始
め
た
い
け
ど
、

ど
こ
か
に
協
力
し

て
く
れ
る
団
体
は

な
い
か
な
？
」。

そ
ん
な
時
は
、

気
軽
に
ス
タ
ッ
フ

に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

９６
平
成

年
度
の
講
座
修
了
者
の
中

２６

に
は
、「
市
民
協
働
サ
ポ
ー
タ
ー
」と

し
て
、
市
や
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー（
※
１
）や
協
働
事
業

の
企
画
・
運
営
に
携
わ
り
活
躍
し
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

※
１
：
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い
を
円

滑
に
進
行
し
、
成
果
が
上
が
る
よ

う
に
支
援
す
る
役
割
を
担
う
人
。

■
市
民
活
動
補
助
金

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
市
民
活
動
団
体
の
力
が
必
要
で

す
。
市
民
活
動
団
体
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
、
平
成

年
度
に
創
設

２５

し
ま
し
た
。
平
成

年
度
ま
で
に

２７

２３

団
体
が
補
助
金
を
活
用
し
て
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
市
民
協
働
推
進
基
金

市
民
活
動
補
助
金
の
財
源
と
し
て
、

平
成

年
度
に
市
民
協
働
推
進
基
金

２５

を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
基
金
に
は
、

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
と

同
額
を
市
が
積
み
立
て
る
マ
ッ
チ
ン

グ
ギ
フ
ト
方
式
を
採
用
し
、
平
成
２７

年
度
ま
で
に
約

万
円
の
寄
付
を
い

９６

た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
寄
付
が
地
域
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
市
民
活
動
団
体
を
支

援
す
る
資
金
と
な
り
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
力
に
な
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成

年
３
月
に
市

２５

民
協
働
推
進
計
画
を
策
定
し
、
市
や

市
民
等
が
助
け
合
い
、
力
を
合
わ
せ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、「
ひ
と
」・「
お
金
」・

「
場
所
」に
関
す
る
取
組
を
重
点
的
に

進
め
て
き
ま
し
た
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
人
材
養
成
講

座
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
主
体
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
市
民
を

養
成
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。
講
義

と
実
践
的
な
学
習
を
通
じ
て
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
知
識
や
技

能
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
受
講
生
同

士
の
新
た
な
仲
間
づ
く
り
の
場
と
な

る
よ
う
実
施
し
、
平
成

年
度
以
降
、

２５

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
と
力
を
あ
わ
せ
て
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へ
の
市
民
参
加
を
促
進
す
る
た
め

に
、
人
材
を
登
録
し
た
も
の
。

●
体
験
し
よ
う
！
親
育
て
教
室

参

加
者諮
平
成

年
度
糸

人（
う
ち

２５

４００

夫

人
）
平
成

年
度
糸

人（
う

１１２

２７

４９７

ち
夫

人
）

１４１

●
育
メ
ン
広
場

参
加
者諮

平
成
２５

年
度
糸
親
子

人

平
成

年
度
糸

２７０

２７

親
子

人
３９８

■
第
３
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

主
な
進
捗
状
況

●
審
議
会（
※
２
）等
委
員
の
女
性
委

員
の
割
合

平
成

年
度
糸

．８
％

２５

２８

平
成

年
度
糸

．
４
％

２８

２７

※
２
：
市
政
に
関
す
る
特
定
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
専
門
家
や
市
民
の
意

見
を
聞
く
た
め
の
会
議
の
こ
と
。

●
市
民
参
加
パ
ー
ト
ナ
ー
バ
ン
ク

（
※
３
）
登
録
者諮

平
成

年
度
糸

２５

人

平
成

年
度
糸

人

１１７

２７

１７７

※
３
：
市
の
方
針
・
政
策
決
定
過
程

■
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講
座

男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
自
ら
考

え
、
発
言
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
講
座
。
今
年

で

年
目
を
迎
え
ま
す
。
講
座
で
は
、

１５
身
近
な
法
律
や
メ
デ
ィ
ア（
テ
レ
ビ

や
新
聞
等
）を
読
み
解
く
力
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
現
在
で
は
、
計
画
か

ら
運
営
ま
で
講
座
修
了
生
が
携
わ
り
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
。
さ
ら
に
審

議
会
等
に
参
加
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

男
女
が
互
い
に
自
立
し
た
人
間
と

し
て
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
共
に
責

任
を
分
か
ち
合
い
、
豊
か
な
生
き
方

の
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

必
要
な
の
が
、
男
女
共
同
参
画
。

平
成

年
に「
男
女
共
同
参
画
社

１１

会
基
本
法
」が
制
定
さ
れ
た
の
を
契

機
に
、
本
市
で
も
計
画
の
策
定
や
条

例
を
整
備
。
現
在
は
、
平
成

年
度

２５

に
ス
タ
ー
ト
し
た「
第
３
次
安
城
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、

男
女
共
同
参
画
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

◎
第
３
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
す
た
め
、
４
つ
の
基
本
目
標
を
定

め
て
い
ま
す
。

〈
基
本
目
標
〉

①
男
女
平
等
意
識
の
促
進

②
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
践

③
男
女
の
自
立
と
共
生
・
参
画
を
進

め
る
環
境
の
整
備

④
D
V
の
根
絶

基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
る

の
施
策
の
中
か
ら
、

９０

一
部
の
施
策
と
そ
の
進
捗
状
況
を
紹

介
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

互
い
を
尊
重
し

豊
か
に
生
き
る

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

身
近
な
話
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
義
が
多
く
、
講
座
が
進
む
に
つ

れ
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
目
に
す
る

言
葉
の
意
味
が
分
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
受
講
を
き
っ
か
け
に
、

今
ま
で
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
そ
れ
ほ

ど
気
に
留
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
気
に
な
る
よ
う
に
な
り
、
友
人

と
も
時
事
問
題
に
つ
い
て
話
す
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
断
片
的
な
知

識
の
か
け
ら
が
つ
な
が
り
理
解
が

深
ま
る
こ
と
に
、
お
も
し
ろ
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
講
座
の
運
営
方

法
等
、
受
講
生
の
時
と
は
違
っ
た

内
容
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

石原春代さん
はる よ

（平成２７年度受講生）

講座スタッフの声

今回紹介した「安城市市民協働推進計画」「第３次安城市男
女共同参画プラン」は、策定から３年が経過し、それぞれの
課題が見えてきました。

判明した課題や新しい問題を解決するために、現在それぞ
れの新しい計画である「第２次安城市市民協働推進計画」「第
４次安城市男女共同参画プ
ラン」の策定を進めていま
す。

新しい計画の策定にあた
り皆さんの意見を伺うため、
７月に市内在住者・事業者・
町内会等を対象にアンケー
トを実施しますので、ご協
力をお願いします。

新しい計画策定のための

アンケートにご協力ください


